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｢正しい天秤,正しい重り｣
-クエンテイン･マセイス《両替商とその妻》の意味と機能-
16世紀前半にアントウェルペンで活躍した画
家クエンテイン･マセイスは奇妙な画家である｡
ヘラルト･ダフイトのようなまことに甘美な聖母′
子を描くかと思えは レオナルド･ダ･ヴィンヂ
ぼりの達者なカリカチュアもものにする｡本稿で
考察の対象とする1514年作のいわゆる《両替商と
その妻》(ルーヴル美術館)(図1)は,その両方
の側面を有する,彼の作品群の中でも特異な作品
であるくり｡
図1 クエンテイン･マセイス
《両替商とその妻》
パリ,ルーヴル美術館
よく見てみよう｡手前にカウンターがあり,向
かって左側に男が左手で
天秤をもち,金貨の重さ
を真剣に量っている｡右
手は一枚のコインを親指
と人差し指でつまんでい
る｡カウンターにはたく
さんの金貨が山のように
置かれており,他に蓋付
きの分銅入れ,左手前に 図2 図1部分
刀二 木 幸
(文化システム専攻欧米文化嶺域担当)
は黒い布地の上の真珠の
粒,ガラスの蓋付き杯,
筒にはめられている指輪
などが載っている(図2)｡
右側では女が左手で本の
ページをめくっている｡
本は,多分祈稀書なのだ
ろう｡一貫全体に聖母子
図3 図1部分 の挿絵が描かれている
(図3)｡ところが女の視線は,書物へではなく,
男の天秤の方へ向けられている｡いかにも世俗的
な金貨と聖なる書物の対比と,天秤へ向けられた
視線は,どのように解釈されるべきなのだろう｡
さらに,後ろの棚に視線を移そう｡上の棚左か
らガラスのフラスコ,巻紙,銅鏡,果物,手紙あ
るいは書類,帳簿のようなもの,本,下の棚には
箱,ビーズ,天秤,筆ケース,ローソクなどが,
いかにも静物画のように精密に描写されている｡
婦人の頭巾にはピン留めが付いているが,これも
またきわめて精密な写実
となっている｡この女の
頭飾りを留めるピンの描
写は,ロベール ･カンパ
ンの 《夫婦の肖像》(ロ
ンドン,ナショナル･ギャ
ラリー)(図4)などに
見られるように,15世紀
ネ-デルラント絵画に特
有の細密描写である｡
15世紀ネ-デルラント
絵画に特有のモティーフ
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が もうーっ 目
立ったところに
描かれている｡
手前の凸面鏡,
あの有名なヤ
ン･フアン･エ
図5 図1部分 イクの 《アルノ
ルフィーニ夫妻像》などに描かれている独特のイ
メージである｡ところがこの絵での鏡 (図5)と
《アルノルフィーニ夫妻像》の鏡 (図6)とでは,
まるで異なる｡後者では,鏡は一番奥の壁に掛けら
れ,絵画に描かれた部
屋や人物を絵とは逆方
向で映し,さらにそれ
に見えない人物やモ
ティーフを付け加えて
一つの部屋,一つの絵
画世界を完壁に再現す
るような描き方をして
いるのに対し,ここで
は,鏡が手前に置かれ
たために,絵画世界と
図6ヤン･フアン･エイク
《アルノルフィー ニ夫婦像》部分
ロンドン,ナシ]ナル･ギャラリ･
異なる別の世界を映し出しているのである｡鏡に
映っている世界は,まったく絵画空間には描かれ
ていない｡とすると何が映っているのだろう｡大
きく窓が映り,窓の手前に赤いターバンを被った
あごひげの人物の頭部が見える｡さらに窓の向こ
うには建物が視界に入る｡さて,この人物は誰で,
何をしている人なのだろうか｡そしてその意味
は?
ここまで見てきただけでも,この絵は謎に満ち
ているが,よく見るとさらにまた奇妙なものが描
かれている｡画面右奥,女の左肩の上に戸口が開
いており,そこから二人の男が口を開けてお喋り
している光景が覗かれる(図7)｡漫画のように滑
稽に描かれているが,それはこの画家クエンテイ
ン･マセイスが得意なカリカチュア的描法である｡
つまり手前の二人と,後ろの二人はまったく異
なった描法で描かれているのである｡しかし,こ
の極端に異なっ
た描法の使い分
けもまた,この
画家の達者さを
示す,際立った
特徴なのである｡
それにしても 図7 図1部分
この漫画のような二人も謎である｡いったい絵画)
の中でどのような役割を担っているのだろう.
このように,この絵は,一見すると両替商を描
いた単なる風俗画のようだが,よく吟味すると不
明なことがたくさんあることに気づく｡そこでこ
の絵が何のために描かれた,どのような絵なのか
ということを一番大きな謎と措定して,一つの仮
説を築き上げていきたい｡
そのために二つの道をとろうと思う｡
まず,これが両替商の絵であるということを前
提として,中世からルネサンスの商いの様相や商
人の生態を探っていこう｡中世にあっては商人は
どのように考えられていたのだろうか?どのよう
な活動をし,どのように考えて生活をしていたの
だろうか｡
さらにもう一つは,この絵にきわめてよく似た
半世紀ほど前の作品ペトルス･クリストウスの《金
銀細工師 (聖エリギウス?)》との比較を通して,
この絵の類似モティーフの意味を探り,二つの絵
の類似性と相違に焦点を当て,二つの絵が描かれ
た状況を探求したいと思う｡
1 中世ヨーロッパの商人像
ヨーロッパ中世からルネサンスにかけての商人
がどのような人たちだったのかを,第一に中世の
人々のもっとも重要な規範だった聖書など宗教的
見地から,次に実際の商人の姿をある一人の商人
を通して見て行こうと思う｡ それは,現在手紙や
帳簿などの文献資料が大量に残っているイタリア,
プラ-トの商人フランチェスコ･ディ･マルコ･
ダティー二という人物である(2)0
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(1) 聖書の中の商人
聖書では金持ちや商人は,基本的にあまり好意
的には記されていない.以下を参照しよう(3)o
(黄金を愛する者は正しい者にはなれず,金銭を
追い求める者は金銭で道を踏み外す｡黄金がも
とで多くの者が身を滅ぼした｡彼らは滅亡と顔
を突き合わせていたのだ｡)(『シラ書 (集会の
書)』31:5-6)
これは旧約の続編でカトリックでは第二正典と
されている書だが,新約の福音書では,次のよう
に記される｡
(イエスは弟子たちを見回して言われた｡｢財産
のある者が神の国に入るのは,なんと難しいこ
とか｡｣弟子たちはこの言葉を聞いて驚いた｡イ
エスは更に言葉を続けられた｡｢子たちよ,神の
国に入るのは,なんと難しいことか｡金持ちが
神の国に入るよりも,らくだが針の穴を通る方
がまだ易しい｡｣)(『マルコによる福音書』10:
23-24)
ではなぜ金銭を求める者は正しい者にはなれな
いのだろうか｡なぜ金持ちは神の国に入れないの
だろうか｡その根拠は次にある｡
(だれも,二人の主人に仕えることはできない｡
一方を憎んで他方を愛するか,一方に親しんで
他方を軽んずるか,どちらかである｡あなたが
たは,神と富とに仕えることはできない｡)(『マ
タイによる福音書』6:24)
この ｢神と富とに仕えることはできない｣とい
う言い方は 『ルカによる福音書』(16:13)でも
繰り返されている｡キリスト教は,元来,金銭と
神を相反するものと考えてきたのである｡
それゆえ金銭に執着するのは7つの大罪の中の
筆頭 ｢食欲 (avaritia)｣なのである｡その食欲の
代表は高利貸しであり,特に強く禁じられた｡聖
書では5か所にわたって高利貸しを禁ずる言葉が
記されている｡
(もし,あなたがわたしの民,あなたと共にいる
貧しい者に金を貸す場合は,彼に対して高利貸
しのようになってはならない｡彼から利子を
取ってはならない｡)(『出エジプト記』22:24)
(もし同胞が貧しく,自分で生計を立てることが
できないときは,寄留者ないし滞在者を助ける
ようにその人を助け,共に生活できるようにし
なさい｡あなたはその人から利子も利息もとっ
てはならない｡あなたの神を畏れ,同胞があな
たとともに生きられるようにしなさい｡)(『レビ
記』25:33)
(同胞には利子を付けて貸してはならない｡銀の
利子も,食物の利子も,その他利子が付くいかな
るものの利子も付けてはならない｡外国人には利
子を付けて貸しても良いが同胞には利子を付け
て貸してはならない｡)(『申命記』23:20-21)
(主よ,どのような人が,あなたの幕屋に宿り
聖なる山に住むことができるのでしょうか｡
--金を貸しても利息を取らず 賄賂を受けて
無実の人を陥れたりしない人｡)(『詩篇』15:
1-5)
(返してもらうことをあてにして貸したところ
で,どんな恵みがあろうか｡罪人さえ,同じも
のを返してもらおうとして,罪人に貸すのであ
る｡しかし,あなたがたは敵を愛しなさい｡人
に善いことをし,何も当てにしないで貸しなさ
い｡)･t(『ルカによる福音書』6:34-35)
このような聖書に基づいて,中世の神学者たち
は,利子を ｢ウスラ (Usura)｣(過剰)と呼び,
非難する｡聖アンプロシウスは ｢ウスラとは与え
る以上に受け取ることである｣と言い,聖ヒエロ
ニムスは ｢何であれ与えた以上に受け取れば ウ
スラ,過剰と呼ばれる｣という｡さらにグラティ
アヌス 『教令集』では,｢元金を超えて要求される
ものはすべてウスラである｣とされる(4)0
注目すべきは,同胞への高利貸しはいけないが,
外国人へのそれは認められているということであ
る｡これは,中世にあって,ユダヤ人高利貸しの
隆盛を招く論理となった｡当初は嫌われる商売と
しての高利貸しは主にユダヤ人に委ねられたので
ある｡
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なぜ高利貸しは良くないのか｡5世紀の聖ヨア
ンネス ･クリュソストモスの筆とされるテクスト
では,こう理由が述べられている｡
(あらゆる商人のうちで最も呪われているのは
高利貸しである｡彼は人手によって得られた物
ではなく神がお与え下さった物を売り,ウスラ
をとって,他人の財と共にそれを取り戻すとい
う,商人にあるまじきことをするからである｡
反論もあろう- 田畑を貸して小作料を取り,
家を貸して家賃を貰う人は,金を貸して利息を
取る人と同類ではないのかと｡まさに同類では
ないのである｡第一に,金の唯一の機能は買い
物の代価の支払いであり,第二に,農夫は大地
に収穫をもたらさしめ,借家人は家屋を享受す
るからである｡この二つの場合には,所有者は
自己の所有物の利用を提供して金を受け取り,
いわば利益に換えるに利益をもってしていると
思われるのに,貸し付けられた金自体には何ら
利用の途はないのである｡最後に,利用は徐々
に田畑の地力を奪い家屋を損耗せしめるのに,
貸金には減衰も老化もないからである｡(5)
金は,買物のためだけに機能すべく作られた物
であるのに,そこから利益を生み出すことはけし
からぬ,というわけである｡つまり金自体に価値
はなく,単なる物物交換のための道具に過ぎない
というわけである｡中世の大哲学者トマス･アクイ
ナスはこう述べる｡
(貨幣は--主に交換を目的として発明された
ものである｡したがって,貨幣本来の第一の用
途は交換において支出消費されることである｡
よって,貸金の利用に代価を受け取ることは,
それ自体として不正である｡そこにウスラ-高
利が在るのだ｡ (6)
金が,それ以上の金を生むのは不正だというの
である｡ゆえに高利貸しは盗人とされる｡
チョバムのトマスは端的にこう言う｡
(高利貸しは窃盗 あるいは高利,あるいは略奪の
罪を犯す｡なぜならは 彼は ｢持ち主｣つまり神
の意に反して,他人の財を受け取るからである7`)0
高利貸しは神の物を利用して,利益を得る｡神の
物とは何か｡それは時間である｡つまり,高利貸し
は時間を売って利益を得ているのである｡それゆえ
自分の物でない,神の物を売っているが故に窃盗な
のであるOたとえは 14世紀初頭のフランチェスコ
派修道会の-神学教授はこう言ったという｡
(質問 商人は同一の取引において,即座に精算
できる者よりも多くの金を,即座に精算で
きぬ者から取り立てうるや? それを論
じた答え 否O何故ならは そうするこ
とにより,彼は時間を売ることになり,そ
して,自分の持ち物ではないものを売るこ
とによって,高利貸しの罪を犯すことにな
るであろうから(8)0
かくして高利貸しは文学や美術の中では,地獄
で苦しむ人として登場する｡そのもっとも代表的
なダンテの 『神曲 地獄篇』を見よう｡
くだがわたしの目にとまったのは
彼らがみな銘々に
色と印の異なる巾着を頚から吊り下げ
それを目で嘗めるようにいとおしむその風情｡(9)
｢色と印の異なる巾着｣とは,高利貸したちの家
の紋章入りの財布のことである｡この時代,もう
すでに高利貸しはユダヤ人のみではなかった｡ダ
ンテは 『地獄篇』に何人かの名前を挙げている｡
ジャンフイリアッツイ家,ウブリア-キ家,パド
ヴァのスクロヴェ一二家などである｡彼らは地獄
の住人として登場するのである｡
ジャック･ド･ヴィトリーの話はもっと生々し
い｡
(聞いた話しだが,ある高利貸しは断末魔の苦し
みの中でも,どうしても自分の金を手放す気に
なれず,妻と子供たちを呼んで遺志を果たすこ
とを誓わせた｡彼は妻と子供たちに宣誓させた
上,遺産の金を三分することを命じた｡三分の
一は妻の再婚資金,三分の一は息子たちと娘た
ちへの遺贈にあてる｡そして残る三分の一は小
さな袋に入れて彼の首に懸け,遺骸と共に埋葬
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せよというのである｡大金とともに高利貸しが
埋葬されると,遺族は夜陰に乗じて金を回収し
ようと企て,墓を暴いた｡彼らがそこに見たの
は,燃え盛る炭火と化した貨幣を高利貸しの口
の中に詰め込んでいる悪魔どもの姿であった｡
彼らは恐怖に襲われて逃げた0).
死んでまでもお金に執着する高利貸しの妄執と
墓場で悪魔にいたぶられている姿がしつこく描写
されている｡なぜなら高利貸しは神が作ったので
はなく,悪魔が作った人間なのであるから｡ジャッ
ク ･ド･ヴィトリーはこういう.
(神は三種類の人間一 人の暮らしを支える
ための農民とその他の労働者,彼らを護るため
の騎士,彼らを治めるための聖職者- をお
定めになったが,四番目の人間,高利貸しは悪
魔が設けた｡彼らは人間の労働には参加しない｡
したがって人間とともに罰せられることはなく,
悪魔とともに懲戒されるであろう.M)
だから,悪魔とともに地獄にいるのである｡し
かも地獄で悪魔に苦しめれられているのである｡
とはいえ,中世末期には,｢時間を売ることはで
きぬ｣とした伝統的な意見が現実の世界で受け容
れられない理論であることを,教会ですら理解す
るようになった｡それゆえ,13世紀以来告解の慣
行などを初めとして,商人活動の正当化は推進さ
れていくのである(l功.
(2)｢プラ-トの商人｣
こうした聖書や神学,文学の記述は,中世の商
人の実態とどのような関係にあるのだろうか｡書
簡や書類が大量に残っている14世紀末から15世
紀初めにかけてのフィレンツェの衛星都市プラ-
トの商人フランチェスコ･ディ･マルコ･ダティー
二を対象にして,その生活,人生観,商業観など
を探求したい｡彼に関連する現存する資料は,
1870年に発見されたのだが,500冊の帳簿,会計
簿,300通ほどの共同経営の契約書,保険証券,
船荷証券,為替手形,小切手,約14万通の通信
(内1万1000通は私信),他に503冊の様々なフア
イルなどからなる｡これ
によって,例を見ないほ
ど多面的に,一人の商人
の姿が浮き彫りにされた
のである｡
彼は最盛期にはアヴィ
ニョン,プラ-ト,フィ
レンツェ,ピサ,ジェノ
ヴァ,スペイン,マヨル
カに商館を置く大商人で,
しかも一人でここまでの
図87イリッポ･リッピ
仔エツポの聖朗
プラー ト,パラッツォ･プレトリオ
}し上がった立志伝中の人物だった｡今でもプラ-
ト市庁舎の壁の下には彼の銅像が立っているとい
う｡また,いくつかの美術作品に彼の肖像が描か
れており,最も有名なのは,フイリッポ ･リッど
の 《チェッポの聖母》の寄進者像である (図8)0
彼の商売は,今日的に言えば総合商社といって
もよいほど多種多様な品物を取り引きしている｡
例えは ロマニアと呼ばれるビザンツ帝国嶺域か
らは鉛とミョウバンと巡礼服,黒海からは奴隷と
香辛料,ロンドンなどからはイングランド産の羊
毛,マヨルカとスペインからはアフリカやスペイ
ン産の羊毛,ヴェネツィアからは綿,コルドバや
チュニスからは皮革,サルディニアとシチリアか
らは小麦,カタル-ニヤからはオレンジとナツメ
ヤシの実とワインなどを輸入した｡もちろん銀行
業務も両替もやった｡
先の聖書の中の記述と比較すると,この銀行,
両替業務に対する態度が興味深い｡ダティーニの
銀行業務に対して,友人ドメニコは次のような手
紙を送っている｡
(何人もの人がこう言うのを聞きました｡両替商
になったために,フランチェスコ ･ディ ･マル
コはフィレンツェの大商人という評判を落とす
だろう｡というのも,高利の契約をしない両替
商などはいないのだからと｡わたしはあなたを
弁護して,あなたが今でも前と変わらぬ商人で
あろうとしていて,銀行をやるにしても高利で
貸したりはしないのだと言いました｡---･で
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も別の人はこう言うのです｡｢あの人は二度と再
び今までのようなりっはな商人にはなれないし,
よい評判も持てないよ｡君はこの件について
ちゃんと忠告して貰わなかったかね｣と｡03)
要するに;当時の人々にとり,両替と高利貸し
の区別はきわめて暖味で,権力者はむしろその暖
味さを利用しようとしたのである｡だからドメニ
コはダティーニに次のように忠告するのである｡
(｢フランチェスコは考えていないんだ｡都市政府
が金が入り用になったとき,政府のために両替業
を行うことを強要されて,彼がそれに従わざるを
得ないだろう,なんてことは｡なにしろフラン
チェスコは,他の多くの市民のように,政府から
手を引くことのできるほどの力は,ここではもっ
ていないんだよ｣と言われましたよ.0り
当時 ｢高利貸し｣は都市法により禁じられてい
たが,実はかなり暖味で,例えば借金の返済が遅
れたために債権者が損害を被ったことを証明でき
れば,債務者がその弁償をすることは合法だとい
うが,一方で教会は貸付金から取るあらゆる利息
に対して ｢高利貸し｣と述べているのである｡そ
して高利貸しは ｢秘蹟にもあずかれず,教会の墓
地に埋葬することもできない｣という｡だから,
両替商は,普通の人々の誤解を受けやすかったし,
都市政府はそれにつけ込んで,税金を取ろうと脅
迫したのである｡庶民にとっては,フランチェス
コのような国際的商人にしても銀行家と高利貸し
の区別をきちんとできず,商品ではなく,金の取
引はいかなるものも一種の高利貸しにちがいない
という疑念を抱いていたらしい｡
友人ドメニコ･ディ･カンビオはこう書いている｡
(お願いです｡---飛んでいる鳥を全部つかまえ
ようとするのはやめて下さい｡--･神がお貸し
くださったもので満足して下さい｡)
(フランチェスコ,人は金をもうけることを考え
なければなりませんが,友達と楽しむことも考
えるべきです｡胸)
別の友人ラーポ ･マッツイも言う｡
(あなたがこういう商売に･--あまりにも食欲
に,あまりにも心を擦り減らしているのを見る
と心が痛みますよ｡これはいけないことです｡
賢い男なら,自分の欲望の手綱を締めることを
学んで,節度を護らなければ･--｡奥さんが女
中に支配されているような家は楽しくないもの
です｡理性がわがままに支配されている魂だっ
て神のみ心には適いませんよ｡胸)
ラーポはまた,節度と神を結びつける｡
(節度こそ神のみ旨です｡過度のものは,絶対に
その永遠の正義に適いません｡0乃)
こうして同じ商人だった友人たちからさえ,｢食
欲｣といわれたダティー二だが,友人たちの助言
もあり,徐々に信仰の方に重点が傾いていく｡親
友セル ･ラーポはこう助言するのである｡
(金儲けはどんな悪党でもできます｡けれども,
苦労して稼ぐこと,稼いだものを手放すことを
知っている者はめったにありませんO)I
(フランチェスコ,あなたの状態を百度も考えて
みました｡---一人きりの時,散歩しながら,
寝床で,書斎で｡愛の心があなたに真実を言え
と迫ります｡それは友達の間ではいちばん大切
なことだと思うのです｡
-.--そして今あなたは60歳に近づき,子ども
の心配もなくなりました｡それなのにあなたは,
死の床で死の扉のかんぬきが外されるのを聞く
まで,心を改めようとはしないのですか?
要するにあなた自身が片づいたと言われる事
業をたたむことを認め,これ以上の建築はすぐ
にもやめて,あなたの富の収入から自分の手で
施しをしてはしいのです｡oa)
実際彼は今や,暇があれば,説教を聞きに行っ
たり,宗教書を読んだりしていた｡彼が読んだ本
として知られているのは,聖ヒエロニムス,聖グ
レゴリウスなどの書物,聖フランチェスコの 『小
さな花』であり,最も魂の支えとしたのは聖ブリ
ギッタの 『啓示』であった｡そして彼はこう言う
のである｡
(でもわたしは神に通ずる三つの窓をみつけま
した｡第一は敵を許すこと,第二は謙遜,第三
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はすべての人を隣人として愛することです｡09)
妻マルゲリータの手紙にもこう言われている｡
(あなたには二つのことだけが大事なのです｡一
つは,神様の心にかなうことをすること,もう
一つは,あなたの人生に残された少しの時間を
使って,神様がお慈悲であなたに貸して下さっ
たものを神様に返すことです｡軸)
このようなダティーこの変化の一番大きな原因
は何かを端的に示すのが,スペインの共同経営者
に宛てた彼自身の手紙である｡
(お前は時間のことを考えていない｡お前は死な
なければならないことを忘れている｡--わた
しはお前とは正反対だ｡この世でのことよりも,
死んだ後で自分がどうなるかということの方を,
ずっとよく考えている.伽)
14世紀の民間の諺に日く,
(より多く持つ者は,より多く残し,
より大きな苦しみを負うて逝く｡
残すは負うてゆけぬもの [つまり富],
負うは残してゆけぬもの [つまり罪].餌)
セル ･ラーポはこの諺にコメントを付けて言う｡
(われわれのこの人生は,死への競走に過ぎない.倒)
彼の主たる張簿の巻頭には｢神と利益のために｣
という言葉が挙げられているが,まさに彼の人生
はそのようなものであった｡つまり彼の人生はた
だ二つのものに捧げられた｡信仰と商売である｡
彼は1410年8月16日亡くなったが,10万フイオ
リーノにのぼる遺産は,ほとんど全部,彼自身が
プラ-トに設立した財団 ｢フランチェスコ･ディ･
マルコの貧民救済基金の家｣に寄せられることに
なった｡この遺言執行人は,妻のマルゲリータ,
共同経営者,婿,幹部社員の4人だったか,財団
は,後には,その各々の子孫と都市政府が任命し
た4人の理事 (プオノーミニ)によって運営され
ることになった｡妻にはささやかな残りの人生を
送ることができるほど,1年に100フイオリーノ,
娘には1000フイオリーノが与えられた｡妻と娘に
対する遺産が少なすぎな
いだろうか｡現代のわれ
われのセンスからすれば,
そのように感じられる｡
しかし,地獄や最後の審
判を信じていた時代の商
人とすれば,このような
慈善こそ,自分の死後の
生を保証するものだった
図9ぺトルス･クリストウス
始銀細工師(聖エリギウス?)
ニューヨーク,メトロポリタン美術館
のである｡
ちなみにその財団の依頼でフイリッポ ･リッピ
Iが描いた 《チェッボの聖母》にダティーニととも
に描かれている4人は,おそらくその当時の4人
の理事ではないかと思われる伽.
2 マセイス作品とぺトルス･クリストウ
ス 《金銀細工師 (聖エリギウス?)》
さて問題の絵に戻ろう｡カウンターが画面手前
ぎりぎりに置かれ それに向かって座している男
が左手で天秤をもち何かを量っているという点で,
マセイスの作品は,半世紀以上も前1449年のペト
ルス･クリストウス作品 《金銀細工師》(いわゆる
《聖エリギウス》)(メトロポリタン美術館)(図9)
によく似ている｡棚の位置は異なるが,棚やカウ
ンターに置かれている品々にも共通の物がいくつ
か見られる｡黒い布の上に置かれた真珠,筒に入っ
た指輪,ビーズ,ガラスの杯,もちろん天秤,コ
イン,分銅入れ,そして何といっても目立つ凸面
鏡である (図10,ll)｡またマセイス作品の手前
の二人のファッションは明らかに当代風ではなく,
図10 図9の部分 図11 図9の部分
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15世紀風である (図1)｡そのようなことを考える
時,ペトルス･クリストウスやフアン･エイク周辺
の類似画題の作品がマセイス作品の影響源だった
と想定することは,そう的外れでもないだろう田.
実は,マセイス作品よりも,このクリストウス作
品の方がはるかに研究論文が多い｡そこで,まずは
この絵の研究を追いかけることで,マセイス作品解
釈のヒントが得られるのではないかと思う餌.
(1) クリストウス 《金銀細工師》の解釈
クリストウス作品の主要な問題点は,手前の人
物と後ろの人物たちの正体と彼らの関係,そして
鏡の意味である｡まず後ろの二人は男が女の肩を
抱くなどいかにも親しげにみえる｡しかも二人と
も豪華な衣装を身につけ,貴族のような雰囲気を
漂わせている｡手前の赤い服を着た人物が秤で
量っているのは,マセイス作品とは違って指輪で
ある｡解釈のための重要な要素として,次の二つ
が挙げられる｡第1にカウンターに投げ出された
赤褐色のベルトが婚約のベルトと見なされること,
次に後ろの男が胸に付けているペンダントにヘル
デル公の紋章が付いていることである｡
ヘルデル公家の歴史を振り返ると,この年記と
なっている1449年にヘルデル公の娘マリアがス
コットランド王ジェームズ2世と結婚したことが
知られる｡とはいっても若い男がジェームズ2世
ではありえない｡なぜなら彼が花嫁の家のヘルデ
ル公家の紋章ペンダントを付けることは奇妙だし,
王冠も戴いていないその姿は到底王には見えない
からである｡とすると,この絵が直接の結婚記念
画あるいは婚約記念画とは考えにくい｡何よりも,
この絵の主役は後ろの二人よりも,ずっと目立つ
手前の人物なのではなかろうか｡
右手の鏡 (図11)は,やはりカウンターの手前
の通りを映し,そこには二人の男が居り,その一
人は手に鷹を留まらせている｡通常,結婚と関連
する絵における鏡は純潔を意味することが多いが,
この場合は映っている鷹から疑問が沸く｡鷹は,
例えば,ポッス 《七つの大罪》の ｢嫉妬｣(図12)
図12 ヒエロニムス･ポッス 《七つの大罪》部分
｢嫉妬｣,マドリー ド,プラド美術館
で通りを行く男の手に止まっているように,あま
り好ましい意味で使われてはいない｡さらに決定
的なのは,鏡にひびが入り,さらに水の一滴のよ
うな汚れがあることである｡純潔を象徴する場合
の典拠は以下の旧約外典の中の ｢曇りのない鏡｣
という言葉にあるわけだから,汚れや傷のついた
この場合はふさわしくないだろう即.
(知恵は永遠の光の反映,神の働きを映す曇りの
ない鏡,神の善の姿である｡)(『知恵の書』7,
26)
さて主役と思われる,手前の人物の正体は誰で
あろう｡普通は金銀細工師などの守護聖人だった
聖エリギウスと考えられている｡聖エリギウスは
6-7世紀のフランスの聖人で,金工術を学び,
フランク王国メロヴィング家のクロタール2世な
どに仕え,金銀細工師,貨幣鋳造師として活躍し
た｡その後司祭となり,ゲルマン人への布教で貢
献した｡10年ほど前まで,この人物像の頭には金
色の光輪がついていた｡とすると,この人物が聖
エリギウスであることは問題がない｡ところが,
1993年にその光輪が後補であることが分かり,削
除されたのである｡ただし,15世紀フランドル絵
画では聖人に光輪がない場合が時々あり,それゆ
え聖エリギウスという判断は変更されなかった｡
とはいえ聖エリギウスの図像例を探索しても,こ
の絵に相当するような場面は見当たらないのであ
る軸.そこで,数年前にヒュ-ホ ･フアン･デル ･
フェルデンは,そのモデルを聖人ではなく,特定
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の職人とする仮説を提出した鰯｡
フアン･デル ･フェルデンの仮説とはこうであ
る｡まず,ペンダント紋章からこの絵がヘルデル
公と関連するのは間違いがない｡そして女性がい
かにも貴族的であり,ベルトや指輪から結婚とも
関係があると推測される｡とすると,1449年とい
う年記からしてへルデルのマリアの結婚を暗示し
ているというのは,いかにもありそうなことであ
る｡
このマリアは幼い頃から大叔父のフィリップ善
良公の宮廷,つまりブルゴーニュ宮廷に暮らJL,,
宮廷風の教育を受けていた.彼女を育てためは
フィリップ善良公の妃イサベラである｡したがっ
てこのヘルデルのマリアは,ブルゴーニュ公に
とっても娘のような存在だった｡とするとスコッ
トランド王との結婚は,もちろんブルゴーニュ宮
廷にとっても政治的意味のある結婚だったわけで
ある｡婚約は1449年1月1日にブリュッセルで行
われたが,この結婚に関連してブルゴーニュ宮廷
では大量の装飾品などの金銀細工晶が購入され,
彼女に贈られた｡宮廷の勘定書によれは 金銀細
工の購入元は,ブリュージュの金細工師ウイレム･
フアン･フルーテン,ジャン ･ブータン,トウー
ルネの商人ユアール ･デュ ･ヴィヴィエルの3人
だった｡その中で,圧倒的に多額の支払いを受け
た金銀細工師ウイレム ･フアン･フルーテンが,
この手前の人物のモデルとしてもっとも有力な候
補ではないかというのである｡もう一人の金細工
師ジャン･ブータンがそれ以前から宮廷の大きな
注文を受けて活躍していた ｢大物｣職人だったの
に対し,このウイレム ･フアン･フルーテンは宮
廷の仕事をし始めたばかりであり,まさにこの
1449年の仕事は宮廷内での地位を確固たるもの
にする記念すべきものだったというのセある｡つ
まり1449年はウイレムの人生で転換点ともいう
べき大きな意味を持つ年だったのである｡1454年
には彼はフィリップ善良公の ｢金銀細工師にして
侍従｣に任命され,宮廷専属の職人として名声を
築くことになる｡
そしてその仮説によれは この絵はウイレム ･
フアン ･フルーテンの職業的成功を宣伝するもの
として,彼のブリュージュの工房や店,あるいは
ギル ドハウスなどに展示されたというのである｡
つまり ｢あの結婚の宝石を担当した,あの金銀細
工師｣という宣伝がこの絵の伝えるべきイメージ
ということになる｡とすると右手の棚の品々は金
銀細工師の陳列棚ということになろう｡指輪,ブ
ローチ,バックル,銀器,ガラス杯,やしの実杯
などは彼の商品展示だろうし,真珠,水晶,斑岩,
｢蛇の舌｣と呼ばれる化石化したフカの歯,さんご
} などは高価な原料の誇示なのである｡画中に陳列
棚,いってみればショーウインドー を示すことで,
この絵自体がショ←ウインドー ,あるいは看板の
ような役割を果たしたのではないだろうか｡さら
にいえは 後ろの男のペンダントとなっている紋
章ですらも,金銀細工師の商品としての意味を
担っていると考えられるのである｡
ちなみに中世の金銀細工師は,3つの作業をす
ることが課題で,その3つとは ｢鍛金｣,｢線刻｣,
｢宝石や真珠の石留め｣であり,これが徒弟から親
方になるときの ｢親方仕事 (マスター ･ピース)｣
だったという榊｡1568年にヨースト･アマンが挿
絵を付けた詩 『諸身分の書』では金細工師は次の
ように唄われている｡
(私は金細工師,貴重なものを作る
金の印章や印章指輪
高価なペンダントに混じり気なしの宝物は
宝石によって飾られている
金の首飾りに腕輪
いろいろな杯に酒器
それに銀の皿やボウル
そんなものに人は気前よく支払ってくれる剛).
鍛金で作る杯,｢宝石や真珠の石留め｣による製
品,そしてこの詩で唄われている指輪,ペンダン
ト,宝物,酒器などは,まさにここにクリストウ
スが描いたものではないか｡つまり,ここは典型
的な金銀細工師の工房なのであり,むしろ,その
ことを誇示している場所なのである｡
-75-
山形大学大学院社会文化システム研究科紀要 創刊号 2005.3
(2)マセイス 《両替商とその妻》とクリストウ
ス ･《金銀細工師》の比較考察
では,マセイスの絵とクリストウスの絵は,ど
の点で相違するのだろうか｡共通点は先に挙げた｡
共通点は影響関係を示唆するが,相違点は何を明
らかにするのだろうか｡
まずもっとも異なるのが天秤で量っている対象
である｡クリストウスが指輪なのに対して,マセ
イスは金貨である｡そこから前者が金銀細工師で
あるのに対し,後者は両替商とされるのである｡
ヨーロッパ中世では,フィレンツェのフイオリー
ナやライン下流のライングルデンなどいくつかの
国際通貨があり,それらは金の含有量が異なり,
またいずれの通貨も精密さに欠け,偽金や削られ
ている場合もあるので,国際取引においては,き
ちんと重さを量る両替の必要があった｡ここで金
貨は,そのような意味合いで計量されているので
ある｡
ちなみにこの絵に登場している金貨は,その図
柄からして,フイオリーナではなく,ネ-デルラ
ントで発行された金貨ではないかと推測される紛.
クリストウス《金銀細工師》に登場するのは,1433
年にフィリップ善良公により発行されたへント製
｢フランドルの騎手｣(図13)あるいはブリュッセ
ル製 ｢ブラバントの騎手｣,マセイス《両替商とそ
の妻》に見られるのはフィリップ美公が作らせた
ドルドレヒト1487年製の1レアール金貨 (図14)
図13 フィリップ善良公発行金貨
｢フランドルの騎手｣1433年
図14 フィリップ美公発行
lレア ルー金貨,1487年
であろうか｡
絵に登場する人物は,
クリストウスでは貴族
と職人であるのに対し,
マセイスでは市民であ
る｡マセイスの絵の人
物は,この絵が描かれ
た16世紀初頭のファッ
ションというよりは,
15世紀風のオールド･
ファッションである｡
図15ヤン･フアン･エイク
《アルノルフィー 二の肖像》
ベルリン,国立絵画舘
特に男の衣装や頭巾は,ヤン･フアン･エイクの《ア
ルノルフィーこの肖像》(ベルリン,国立絵画館)
(図15)に良く似ている｡アルノルフィーニは,
イタリアのルッカ出身の商人であった｡つまり第
2章で述べたダティーニのようなヨーロッパを股
にかけた商人だったのである｡棚の上の書物や書
類なども,いかにも商人らしい品物といえる｡ダ
ティーこの資料は,帳簿や書簡,さまざまな契約
書類,それら書類のファイルなどからなっている｡
棚の書物や紙の類いは,それらの書類とみなすこ
とができるのではないだろうか｡クリストウスの
作品にはこれら書類はまったく見られないのであ
る｡
これらの相違は,二つの作品が生まれた都市や
時代の違いをも,端的に示しているのかもしれな
い｡つまりクリス トウス作品は中世末期にブ
リュージュで誕生した｡それに対し,マセイス作
品はルネサンス期にアントウェルペンで制作され
た｡ブリュージュもアントウェルペンも国際的な
大商業都市として知られるが,内実は相当に異な
る｡ブリュージュは,基本的には,イギリスの羊
毛を毛織物に加工して輸出する,現代風に言えば
加工貿易の ｢工業都市｣だった｡それに対し,ア
ントウェルペンは貿易の中継地として機能した｡
バルト海やイングランドと地中海をつなぐ貿易港
だったのである｡それゆえ,ブリュージュは基本
的には職人の町であるのに対し,アントウェルペ
ンは商人の町と言って良いのである榊.ほとんど同
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じモティーフで構成しながら,かたや金銀細工師,
そしてかたや両替商を描いているところに,この
二つの都市の違いが端的に現れているように思え
るのである｡
3 マセイス 《両替商とその妻》の再考察
- 同時代作品との比較から
図16 マリヌス･フアン･レイメルスヴァーレ
《両替商とその妻》マドリー ド,プラド美術館
さて,このような半世紀以上を隔てた二つの類
似作品の比較に次いで,同時代の類似作品との比
較をする必要があろう｡マセイスよりやや後の同
じアントウェルペンに,一見ひじょうに良く似た
一群の作品を生み出した画家がいる｡マリヌス ･
フアン･レイメルスヴァ-レ (1490/95頃～1567
年以降)である糾｡プラド美術館所蔵の《両替商と
その妻》(1539年)(図16)を見てみよう｡画面手
前にカウンターが広がり,その前左方に男の両替
商が天秤で貨幣を量っており,右方では婦人が本
をめくりながら天秤の方を見ている｡背後には書
類,書物,ローソク立てなどが載った棚が描かれ
ている｡女の後方には戸口があり,扉が少し開い
ている｡女の角型の髪型も良く似ている｡以上の
点で,この作品はマセイス作品のパターンをほと
んど踏襲しているといえる｡似たような作品を
フアン･レイメルスヴァ-レは,両替商以外に,
収税吏,年金商,法律家などをテーマとして描い
ている｡
キ←ス ･モクシーは,これらの作品に,両替商
などの職業への風刺,その強欲さへの風刺を読み
とる｡エラスムスやセバステイアン･プラントな
どに見られる同時代の文学,思想,そして殊に風
刺劇などを証拠として解読していくのである｡例
えば,セバステイアン･プラントは 『阿呆船』で,
高利貸しをこう鞘旅する｡
(貧乏人が食べられず
妻子とともに餓死しても
罪も恐れず,恥もなく
国中の酒や穀物を,
買い占めようとする奴は
首っ玉をひっとらえ,
食いついただにをむしりとり,
手足の皮をむいてやれ｡
そのため物価は高くなり,
しかも晶質悪くなる
帳簿のつけはごまかすし,
金貨は銀貨にすり替える｡
ユダヤの高利はまだよいが,
それでも町には留まれぬ｡
自分の暴利は棚に上げ,
高利を追い出す暴利貸し｡
法を尻目に,悪質な
商売する者また多く,
口にするのもけがらわしい｡め)
『阿呆船』は,1500,1504,1548,1584年に
ネ-デルラント版が出版されており,アントウェ
ルペンでも読むことができたのである｡
また同じ頃アントウェルペンに住んでいたエラ
スムスも 『痴愚神礼讃』(1511年)で以下のよう
に商人を風刺している｡
(世にも痛感で,この上もなく下司な輩は商人と
いう手合いですが,なぜなら,えらく頗しい仕
事を,きわめて不正直な方法でやっているから
なのです｡この連中は,嘘つき競争をやります
し,偽証は平気の平左,物はくすねるし,ちょ
ろまかしますし,他人は欺きますが,それでも,
その指にはまっている黄金の指輪のおかげで,
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人々の尊厳を受けられるつもりでおります｡そ
のうえに,ごますり坊主どもからは,えらいお
方よと感心されまして,皆のいる前で,｢殿様｣な
どとも呼ばれますが,もちろんこれは,商人か
ら不正な手段で儲けたお金を分けて貰うためな
のですね｡餌)
なるほどフアン･レイメルスヴァ-レの諸作品
は,いかにもカリカチュアらしい描き方である｡
特に男の顔立ちの表現は,いかにも意図的に醜悪,
邪悪に描かれ プラントのいう ｢口にするのもけ
がらわしい｣｢悪質な商売する者｣であり,エラス
ムスのいう ｢下司な輩｣であるように見える｡
この点でマセイス作品は大きく異なる｡つまり,
カリカチュアの描法を心得ていたマセイスが,こ
こでは,主役たちをきわめて生真面目に描いてい
るのである｡背景の戸口から見えるおしゃべりす
る二人を除いて,この絵は,明らかに15世紀フラ
ンドル絵画風の謹厳な描法をとっている｡主役二
人の人物も,静物も,意図的に古風-初期フラン
ドル風に描写されているのである｡とすると,刺
作の目的もカリカチュアとは別のところにあるの
ではなかろうか｡
ここで,マセイス作品をもう一度見直すと,さ
らに目立つのはいくつかの対立である｡つまり,
男女,金銭と聖なる書物,前景と後景の二人ずつ
と鏡に映った人物などである｡これらをラリー ･
シルヴァ-は ｢視覚的な対位法｣と呼んでいる田o
シルヴァ-が,特に重要的な ｢対位法｣とするの
が,男女と鏡の世界の ｢対立｣である｡彼は,金
銭という現世的欲望に捕らわれた男と,祈肩書を
開きながらも天秤の方に目をやってやはり現世的
欲望に重点を置いているように見える女をともに
俗なる世界とし,預言者風の老人が聖書と思われ
る本を読んでいる姿が映っている鏡の世界を聖な
る世界とする御｡
だが,そうすると,後ろの隅に微かに見える二
人の人物はどう解釈されるのだろう｡一方は大き
く口を開いて何かをしゃべっている｡おしゃべり
をしている二人なのである｡際立つのは,ここだ
けがカリカチュア的に描かれている点である｡ス
タイル自体が世俗的なのである｡これこそ世俗的
世界を表すようには見えないだろうか｡
それゆえ,鏡の世界と,背後の扉の向こうの世
界こそが対立すると考えたい｡そうすると中心的
な二人は,どうなるのだろう｡ここで,第1章第
2節で扱ったイタリア,プラ-トの商人ダティー
二の人生を思い浮かべよう｡彼の人生は商売と信
仰の二つから成り立っていた｡どちらか一方では
ない｡両方が彼の人生なのである｡ここで表現さ
れたのは,まさに商売と信仰なのではあるまいか｡
つまり,ここではもっとも典型的な,しかし現実
的な商人の生き方が表されているといえないであ
ろうか｡聖俗どちらかの二者択一ではなく,とも
に人生の目標たるのが商人の姿だったのだから｡
それこそが教会すらも容認せざるを得なかった現
実なのである｡
図17 アダム･クラフト
《二ュルンペンク市立計量所看板》
二ュルンペンク,ゲルマン民族博物館
さらに17世紀のフアン･フォルネンベルフによ
る注目すべき記録がある｡それによれば,逸失し
たオリジナルの額縁に ｢不正な物差し,秤,升を
用いてはならない｡正しい天秤,正しい重り,正
しい升,正しい容器を用いなさい｣という 『レビ
記』19章35-36節の言葉が引用され記されていた
というのである榊｡
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この記銘の内容と天秤の組み合わせは,ほぼ同
時代の1497年,ニュルンベルクでアダム･クラフ
トにより作られた石彫を思い出させる｡それは,
ニュル ンベルク市立計量所兼税務署の看板
(Hauszeichen)(図17)である｡幅180センチの砂
岩製の浮彫りで,大きな天秤の下中央に計量親方
が上方の揺れる針を見ており,左にその徒弟が重
りを載せ,右に商人がいて財布に手を入れ税金を
払おうとしている｡その親方の頭の後ろに銘帯が
あり,そこに ｢われは,汝に対しても,他の誰に
対しても,同様に,正確に量る｣と記されている｡正
確な計量という内容は,マセイス作品にきわめ卜こ
よく似ているのである｡計量所は,商業を重視す
る都市としては,裁判所と並んで正義を体現する
機関であった鯛｡
図18 アンプロシウス･ホルパイン 《学校看板》
バーゼル美術館
しかし,クリストウスやマセイスの他に,一流
の画家が看板を描くことが,この時代にあったの
だろうか｡それについては,アンプロシウス ･ホ
ルパインとハンス ･ホルパイン (千)の兄弟が描
いた塾の看板 (バーゼル美術館,1516年)(図18)
を例に出そう蝕め｡一枚の表裏にそれぞれ教師の宣伝
が言葉と絵で表されているのだが,表の兄アンプ
ロシウス作を見てみよう｡上6割ほどに10行にわ
たって宣伝文句が書かれ その下に教室の絵が描
かれている｡左側に机があり,そこでは男性教師
が男の子に字を教えている｡中央の台では,左の
男子が腰をかけて本を読み,右の男子はもっと小
さな椅子に座り,この台を机にしてやはり書を読
んでいる｡右手の机では,女性教師が女子に字の
書き方を教えている｡女性教師は優しげで,それ
に対し,男性教師は右手に鞭をもって厳しそうで
ある｡広い教室に,窓も大きくとられ つまり快
連な勉学環境と,厳しく,また優しい指導の有様
が訴えられているのである｡これもまた,金銀細
工師工房の製品や原料の展示と同様のセールスポ
イントの表現といえるのではなかろうか｡
アントウェルペンもニュルンベルクと同様,
ヨーロッパ有数の商業都市であった｡つまり,マ
セイス作品の秤はやはり正義を体現するものと考
えて良いのではないだろうか｡ただ,それは計量
所の正義ではなく,両替商の正義だったのだろう｡
ゆえに,女の天秤への視線は,正しさを監視して
いるものと解されよう｡
とすれば,これもまた計量所看板と同様に,正
義を人々に知らしめる役割を果たすべく描かれた
といえるのだろう｡両替所あるいは両替商組合の
ギルドハウスに掛けられて,両替商の正義と信仰
を訴えるべく制作されたと考えられるのである｡
なぜそのような必要があったのだろうか｡その
理由としては,ダティーニ伝でもみたような両替
商の悪評が考えられるだろう｡両替商は得てして
高利貸しと同類と見なされ 不名誉な職業とみな
されたからである｡であるからこそ,両替商組合
は,その正義を,そしてその有益性を絵画によっ
てでも強く主張する必要があったのではなかろう
か｡この絵は,したがって中世末期からルネサン
スにかけての両替商の位置づけが,複雑な構造の
中で示されているものと解されるのである｡
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註
(1)本稿は,平成16年度に山形大学附属博物館で開催
された公開講座 『商いの博物学一 古銭からマネー
ゲームまで｢』における講演 ｢金勘定をする人-
ヨーロッパ中世の商人たち-｣の原稿をもとにし
て論文の形に整えたものである｡なお本研究に必要
な文献の収集に協力して下さったアムステルダム
大学大学院の青野純子氏,東北大学大学院院生の森
谷菜穂子氏に深く感謝する｡
(2)ヨーロッパ中世の商人像については,まず以下の3
書がひじょうに参考になった｡金貸しとキリスト教の
関係については,ジャック･ル･ゴフ 『中世の高利貸
し-金も命も-』渡辺香根夫訳 法政大学出版局
1989年｡｢金持ち (dives,riche)｣という言葉の使用
例を聖人伝などの豊富な文献から追跡し,中世盛期の
｢貨幣の時代｣と ｢金持ち｣の誕生について論じてい
る宮松浩憲 『金持ちの誕生』刀水書房2004年｡そし
て第2節 ｢プラ-トの商人｣のほとんどを負っている
イリス･オリー ゴ 『プラ-トの商人 中世イタリアの
日常生活』篠田綾子訳 白水社1997年｡
他に以下も参照した｡清水虞一郎『中世イタリア
商人の世界 ルネサンス前夜の年代記』平凡社
1982年 ;同 『中世イタリアの都市と商人』洋泉社
1989年 ;中滞勝三 『アントウェルペン国際商業の
世界』同文舘 1993年 ;ジョナサン･ウィリアム
ズ編 『お金の歴史全書』湯浅起男訳 東洋書林
1998年 ;シモーヌ ･ルー 『中世パリの生活史』吉
田春美訳 原書房 2004年;アロン･J･グレヴィッ
チ ｢第7章 商人｣『中世の人間 ヨーロッパ人の精
神構造と創造力』(ジャック･ル･ゴフ編)鎌田博夫
訳 法政大学出版局 1999年 283-330頁 ;堀越宏
一 ｢ジャック･クールの時代 15世紀フランスの商
人と国家｣『学問の旅 ヨーロッパ中世』(木村尚三
郎編)山川出版社 2000年 97-116頁;アルベルト･
テネンティ ｢ⅤⅠ商人と金融業者｣ 『ルネサンス人』
(エウジェ一二オ･ガレン編)近藤恒一･高階秀爾他
訳 岩波書店 1990年 275-318貢｡
(3) 聖書は原則として新共同訳を用いた｡『聖書 新
共同訳』日本聖書協会 1994年｡
(4) ジャック･ル ･ゴフ 『中世の高利貸し』24頁｡
(5)同書,28貢｡
(6)同書,29貢｡
(7)同書,43-44頁｡
(8) ジャック･ル･ゴフ｢教会の時間と商人の時間｣『思
想』1979年第9号,42貢｡
(9)ダンテ 『神曲 地獄篇』第17歌,54-570 (ジャッ
ク･ル ･ゴフ,『中世の高利貸し』,37-38頁｡)
qo) ジャック･ル ･ゴフ,同書,36137頁0
81)同書,68貢｡
q2)ジャック･ル･ゴフは,註(8)の論文で,中世の支
配的時間が教会の時間から商人の時間へと移りゆ
くことを通して,高利貸し批判の論理が,現実的な
要請で変化していくことを論じている｡ジャック･
ル ･ゴフ ｢教会の時間と商人の時間｣40-60頁,
殊に51貢｡
03)イリス ･オリーゴ 『プラ-トの商人』187貢O
㈹同書,188頁｡
a5)同書,194頁.
86)同書,195頁.
87) 同書,196頁.
(18)同書,28ト283頁0
89)同書,281頁.
eO)同書,432頁｡
餌同書,433頁｡
鋤 同書,442頁｡
位3)同書,442頁｡
伽 J.Ruda,FmFl'lfpoLliplLITeandWol:iwl'tLa
GompleteCatalogue,London,1993,pp.1921194,
436-437.
鍋 ヤン作品の中で,現存しないがイタリアで記録に
残された次の作品は,このマセイス作品によく似て
いる｡その記録によると,マルカントニオ･ミキエ
ルが,ミラノのランパニヤーノ家で ｢代理人ととも
に金勘定をするパトロンを表した半身像の小さな
絵｣を見た｡持ち主は作者をフアン･エイクとして
いるが,どうもメムリンクらしいというのである｡
ただ1441年という年代が入っていることからすれ
ば,メムリンクではありそうにない｡そして ｢金勘
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定をする｣人というその記録から判断すると,この
絵はクリストウス作品以上にマセイス作品に近いよ
うに思われる｡C£W.H.∫.Weale良M.W.Brockwel,
乃eVanEycksandmeli･Al,London,1912,pp.200-
201.
クエンテイン･マセイス作品については,以下の
文 献 を 参 照.LSilver,ThePalhtlhgsofQulhteLZ
Massyswl'th CatalogueRal'som2e',Totowa,New
Jersey,1984;M.J.Friedlander,EarlyNe娩erlaml'sh
Pal'Ltlbg,Vol.VI QueDtlhMassys,Leyden &
Brussels,1971;E.Panofsky,Eat:1yNe娩edandl'sA
Pa血tlhg,NewYork,SanFrancisco,London,1953,Ip･
354;H.BeltingundCh.Kruse,DjeETGndlmgdos
Gemb'1des.DaselsteJaht:ALndedderBl'edeLlb'Bdl'schen
MakTeliMtinchen,1994,pp.78,156-157.康川暁生
｢クェンティン･マサイス 《両替商とその妻》-15,16
世紀フランドル絵画における凸面鏡のモティーフと
16世紀アントワープにおける世俗的主題の登場｣『日
仏美術学会会報』第23号,2003年,3-22貢｡他に,
17世紀の天秤モティーフを中心に分析した以下も参
考にした｡阿部純子 ｢17世紀オランダ絵画 《金貨を秤
る人》-題材の社会的背景をめぐる一考察-｣『国際
文化研究』第6号,1999年,107-122頁｡また以下の
2書でもこの作品について論じられている｡M.シェル
『芸術と貨幣』小棒博訳 みすず書房 2004年 152-
164頁;C.グレシンジャー 『女を描く- ヨー ロッパ中
世末期からルネサンスの美術に見る女のイメージ』元
木幸一･青野純子訳 三元社 2004年 126-127頁.
CZ6)ペトルス･クリストウス 《金銀細工師》について
は,以下の2論文がきわめて重要である｡P.H.
Schabacker, "PetrusChristus'salhtEloy･Problems
ofProvenance,SourcesandMeaning,"AllQlIallel･1Y,
ⅩⅩⅩV,1972,pp.103-120;H.vanderVelden,
"DefrockingStEloy:PetrusChristus'svocational
PortraitofaGoldsmith,"sl'ml'01us.NC虎erlaLtds
qualedyfurthehl'S叫′ofal,vol.26,1998,pp.242-
276.他に以下を参照のこと｡P.H.Schabacker,
PebvsCklsわJs,Utrecht,1974,pp.25-26,86-91;U.
Panhans-Buhler,Eklektlil'smusIndOnilhal'tA't血
WeLkdosPeb71SChi'shZS,Wien,1978,pp.91-108;J.
M.Upton,Peb71SCkT'stus.Hl'splace血Fl'Geenth
CeLlわ〟yEleml'shPal'Dtlhg,University Park and
London,1990,pp.32-34;M.W.Ainsworth,Peb7S
Cbi'shLs.ReDal'ssanceMasterofBnzges,NewYork,
1994,pp.96-101;D.C.Sperling,FromVanEyckto
Bmege1.EaI:1y Ne娩erlandl'sh Pa血tlhg 血 乃e
MeblDPOl'tanMuseumofAl,ed.M.W.Ainsworth
andK.Christiansen,NewYork,1998,pp.150-153;H.
BeltingundCh.Eiuse,op.cl't.,P.156.
酌シャパッカーは,この鏡を人間世界の罪深き状態
を指すものと解している｡P.H.Schabacker,"petrus
I
Christus'salhtEloy, pp･110-113･
鶴)聖エリギウスの図像に関しては以下を参照した
が,クリストウス作品に相当する場面が描かれた前
例は見出せなかった.G.KaRal,ZconoBTaPLyofthe
Sal'LtS血TlJSCaDPa血tlhg,Firenze,1986,pp.332-336;
1'dem.,IcoBOgTBPLyoftheSal'LtS血an如1andSolJ由
ZtalianSchoolsofPa血tlhg,Firenze,1986,pp.375-
380.
Czg)H.vanderVelden,op.cl't.
80) ヨハン･ミヒヤエル･フリッツ ｢中世の金細工と
展覧会出品作品について｣(田辺幹之助訳)『聖杯一
中世の金工美術- 』展カタログ,国立西洋美術館,
2004年,52-61頁,殊に54-55頁｡
(31)同書,56頁.この論文でもクリストウス作品が例
図として掲載されている｡
(32)フィレンツェの硬貨については,『フィレンツェ
ー 芸術都市の誕生』展カタログ,東京都立美術館,
2004年,80-85頁,ブルゴーニュの貨幣ついては以
下を参照したoA.Am ouldandJ.M.Massing,SpkndouTS
ofElandels,Cambridge,1993,pp.223-230;W･
Prevenierand W.BlocknanS,meBuTgUDdI'aLt
Ne地edaDds,Cambridge,1986,pp.117-123･
(3)アントウェルペンの国際貿易都市としての性格
については,中滞勝三 『アントウェルペン国際商業
の世界』を参照されたい｡また,｢職人たちが支配
的な都市環境｣として手工芸･工業都市を挙げるの
は,ピーター ･バークである｡ピーター ･バーク
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『イタリア ･ルネサンスの文化と社会』森田義之 ･
柴野均訳,岩波書店,1992年,414頁｡
糾マセイス作品とフアン･レイメルスヴァ-レ作品
を,ともに当時の文学や演劇の文脈から食欲のカリ
カチュアと解釈する次の論文を参照.K.P.F.
Moxey, "TheCriticism ofAvariceinSixteen血-
Century Netherlandish Painting,"NetheLlandl'Sh
MaLnen'sm, ed.G.Cavali-Bj6rkman,Stockholm,
1985,pp.21-34.フアン･レイメルスヴァ-レに関し
てはM.J.Friedlander,EaI:yNeぬeI:1GBdl'shPa血thg,
Vol.M hDVanScweIandPl'eteTCoeckyBnAelst,
Leyden良Brussels,1975,pp.40-43.
鍋 セバステイアン･プラント 『阿呆船』下 (79歌)
尾崎盛景訳 現代思潮社 1968年 148-149頁｡
鯛 デシデリウス･エラスムス 『痴愚神礼讃 (世界の
名著17)』渡辺一夫･二宮敬訳 中央公論社 1969
年 128頁｡
(37)L.Silver,op.cl't.,P.136.
(38) ちなみにフアン･レイメルスヴァ-レには,この
ような ｢対位法｣が見られないo例えは 女は祈肩
書ではなく,帳簿のような書類をめくっている｡さ
らに鏡も描かれていない｡この絵がカリカチュア以
上に出ない所以である｡
8g)L･Silver,op.cl't.,P.212.
㈹アダム･クラフト《ニュルンベルク市立計量所看
板》については,以下を参照した｡W.Schwem er,
AdamR}HR,Ndmbel･g,1958,p.26;E.Steingr急ber,
Adam 必 ･aG.DIENtlmbergel･Stadtwaage, Stutgart,
1966.
包DD.M.KlingerundA.H6tler,Dl'eMaklbTdder
Ambrosl'usuDdHaDSd.IHolbel'D,Ndmberg,1998,
pp.81,246-247.また以下も参照されたい｡C.グレ
シンジャー前掲書 9ト92頁｡
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｢正しい天秤,正しい重り｣- 元木
"Letthebalancebejustandtheweighsequal.":a
NewInterpretationofthe
MeaningandFunctionofMoneychangerandhisWl'fe
●
byQuentinMassys
MOTOKIKoichi
(Professor,European&Am ericanCultures,CulturalSystemCourse)
Thispaperresearchsonthemeaning叩dfunctionofQuentinMassys'Moneychangerandhl's
Wl'febycomparingitwithPetrusChristus-Goldsml'th(St.EloJ).Theybothsharemanymotifs,
forexample,weighingman,somethingsonthecounter,andconvexmiroretc.Recentlyitwas
supposedbyHugovanderVeldenthattheGoldsml'thwouldhavebeenpaintedasvocational
portrait,whichhasrepresentedtheprofessionalsuccess.
Inthe17th-century,VanFomenberghreportedalostinscriptiononthenameofthe
MoBeyCAangerandhl'swITe,whichtalies"Letthebalancebejustandtheweighequal."(Lev.
19,35.)ItresemblestheinscriptionofthelIBuSZel'ChenyonderStadtwBageinNurembergbyAdam
Kraft,whichtels"Diralseinemanderen."ThereliefofA.Kra氏representsjustweighing.Thusit
isinterpletedthattheMoneycAaDgerisexhibitedinashopofmoneychangeroritsguildhouse,and
advocates仇ejusticeofweighingofmoneychanger.
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